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日本の産業競争力の強化へ
地球温暖化と

エネルギー枯渇問題の解決へ

乗用車用内燃機関の最大熱効率を
50％に（現状：39％）

CO2排出量とエネルギー消費量の
低減に寄与

産学連携のモデル
ケースとして展開

日本の自動車産業
の競争力の強化

産⇔産：共通ニーズの提示

学⇔学：サイエンスを活かしたチーム研究

学⇔産：持続的なニーズ・シーズ・人材の橋渡し

日本の特徴を活かした
持続的な産学連携体制の構築

世界トップレベルの内燃機関研究者の育成

オールジャパンの産産学学連携によって革新的燃焼技術を推進

ＳＩＰ革新的燃焼技術 の目標
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• 未踏の燃焼方式

• 損失の大幅低減

• 革新的な燃焼制御

日本の特徴
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ＳＩＰ革新的燃焼技術 の成果例
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図示平均有効圧力 [MPa]

最高性能クラス
量産エンジン

超希薄燃焼コンセプトの
単気筒エンジンを
使った実証試験

λ（希薄度）：1.6～1.8
ストロークボア比：1.5
圧縮比：13
回転数：2000rpm
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○超希薄燃焼による熱効率向上
（ガソリンエンジン）

(最終目標までの
約11ポイント向上に向け)

約4ポイント向上

○研究拠点の構築

 大学や企業の研究者が集結（産産学
学連携）する研究拠点へ

 チーム研究の活性化により、大学発イ
ノベーションの創出へ

BRIDGE

 研究拠点において、約4ポイントの熱効
率向上を実証

 さらなる高希薄燃焼、高圧縮比、冷却
損失の低減技術の導入、大学発の革
新的アイデアにより熱効率50%へ


